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誠実に一生懸命！

　皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
本年が皆様の飛躍の年となります様、お祈り申し上げます。
さて、安倍政権に替わって１年、大胆な金融緩和と財政政策により、円安株高を誘引し景気に幾分明るさ
が見えて来たようです。問題は、昨年末に打ち出された成長戦略が、４月からの消費税増税の影響を克
服して安定成長をもたらすかどうか。また、安倍総理の靖国神社参拝による対中国、韓国、米国との関係
悪化も経済への影響が懸念されます。
本県としても、中国に進出している250社におよぶ県内企業の活動や観光誘客など、海外との経済交流に
悪影響があってはなりません。だからこそ、普段からの私たち民間レベル、地域レベルでの中国、韓国をは
じめ近隣諸国との交流が大事であり、今後共積極的な交流を通じて良好な関係作りに努めてまいります。
一方、富士山世界文化遺産登録や、2020年夏季オリンピック・パラリンピック東京開催、「和食」のユネスコ
無形文化遺産登録などの明るい材料もあります。これらを大いに活用して、静岡県を世界に売り込んで行
きたいと思います。
また第４次地震被害想定に基づく地震・津波対策を着実に進め、災害に強い地域づくりを進めるとともに、
新東名などの交通網を活かした内陸部の振興に全力で取り組んでまいります。
本年もよろしくお願い申し上げます。

富士山静岡空港の新たな運営体制を築きます。
空港本体の運営は県、旅客ターミナルビルの運営は富士山静岡空港㈱
の現状では一元化の効果が不十分。
コンパクトな施設設備としたため、国際線を中心に利用者で混雑。
「管理」が中心となっており、「おもてなしの心」が不十分。

県が旅客ターミナルビルを取得して、必要な増改築を行う。
12月補正予算で旅客ターミナルビル等の取得費22億1,000万円の債務負
担行為および富士山静岡空港への出資金1億1,000万円を決定しました。
利用者の満足度を高めるために必要なノウハウや人材を確保する。
運営は当面、富士山静岡空港㈱が一元的に行い、新たな運営体制が軌道
に乗ったところで、民間事業者に譲渡することとし、県は民間主体の空港
運営の早期実現を目指す。

法人事業税の超過課税を引き続き５年間延長を決定しました。
県では、これまで7期に亘り超過課税を実施し、高規格道路網の整備などを行っ
て来ました。今期の課税が3月31日に期限を迎えることから、引き続き5年間実
施することとしました。
課税対象は①資本金１億円超の法人②資本金１億円以下の法人のうち所得
3,000万円超の法人。超過税率はこれまで同様５％。5年間の税収見込みは
325億円で、主に地震・津波対策に活用します。
このほか、静岡県立病院機構の中期目標を定めることや県有施設の指定管理者
の指定、平成26年度の宝くじの発売限度額の決定、任期満了に伴う県教育委員
会委員の任命などを審議しました。

静岡県総合計画の次期基本計画を策定します。
総合計画は平成22年度からの10年間を計画期間としています。最初の４年間
の具体的な取組みを定めた基本計画は本年度が最終となり、川勝知事は自ら掲
げる「ポスト東京時代の理想郷“ふじのくに”づくり」を残り6年を2年前倒しして4
年間で完遂すべく、次期基本計画を今年度中に策定します。
計画策定に当たっては、各界代表者による総合計画審議会において検討されて
おりますが、我々議会としても積極的に関わることとしております。今後は、パブ
リックコメントにより、県民の皆様からの御意見を伺うとともに、総合計画審議会
で更なる審議を経て、最終的に県議会2月定例会において集中審査を行うことと
なります。

「浜名湖花博２０１４」が開催されます。
平成16年に開催された浜名湖花博は、入場者数545万人で大成功でした。ま
た、花と緑のまちづくりや日常生活の中に花と緑を取り入れるなど、豊かな県民
生活の実現にも貢献しました。今回も、704品目もの多種多様な花きを生産す
る本県の特徴を大いにＰＲします。
●開催期間　はままつフラワーパーク　3月21日～6月15日
　　　　　  浜名湖ガーデンパーク　  4月　5日～6月15日
●見どころ　 フラワーパーク 「ウェルカムガーデン」「スマイルガーデン」
　　　　　　　　　　　　 「ヒマラヤの青いケシ」「100万本の花菖蒲」
　　　　　  ガーデンパーク 「石原和幸特別展示ガーデン」
　　　　　　　　　　　　  「地上の宇宙空間『花銀河』」「パーティーガーデン」等々

平成26年度の予算編成に取り組んでいます。
県税収入については、国内景気の持ち直しは見られるものの、世界景気が下振れ
するリスクがあると言われており、今後の動きを注視しています。
また国の「地方財政収支試算」では、地方税、地方交付税などの一般財源総額が
1.2％伸びると示されましたが、社会保障関係費等の義務的経費が増加し、430
億円の財源不足が見込まれます。
これを　①基金の取崩しにより　250億円と
　　　　②効率化による歳出削減（15％）により180億円を捻出します。

学力向上対策に取り組みます。
昨年の全国学力・学習状況調査において、本県の小学校6年生国語Ａ（基礎問題）
の結果が全国最下位だったことを深刻に受け止め、学力の向上を目指し、現場の
教育力を強化するための教育改革に取り組みます。
県教育委員会が設置した「学力向上対策本部」において、学力向上のための施策
を企画・立案し、教職員や市町教育委員会を支援していきます。

リニア中央新幹線の環境影響評価手続きが行われています。
ＪＲから昨年9月に提出された環境影響調査準備書によると、工事による発生土
量が360万㎥あり、これを大井川沿い7箇所に置きます。工事用車輌出入口２箇
所、寄宿舎3箇所を設置します。環境影響評価項目は、騒音・振動・水質・生態系・景
観など多岐に亘ります。
県では、専門家による環境影響評価審査会による審議を進めており、地元静岡市
長の意見も踏まえ更に審議し答申を頂きます。
リニアは南アルプス国立公園の地下を通ることから、工事中のみならず完成後の
自然環境への影響が心配であり、万全の対策を要請して行きます。
そして知事は3月25日までにJRに対して、環境保全の見地から意見を述べます。

元日の朝、我が家の玄関にて。
「直心是道場」は私の座右の銘。議員初当選の折、
貴布祢長泉寺の後藤佑芳ご住職にいただきました。
掛け軸は、寒山寺（中国江蘇省蘇州市の臨済宗の
寺。浜名湖舘山寺と友好寺）を訪問の折、書いてい
ただきました。
何事にも素直で正直な気持ちで臨みたいと思います。
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私の県政活動をご覧いただけます。県政へのご意見をお寄せください。

「あつみ泰一携帯サイト」を開設しました。
携帯カメラでＱＲコードを撮っていただければ、
あつみ泰一のサイトにアクセスできます。
是非メール会員登録をお願いします。
ホットな話題をお送りします。

昨年11月、浙江省代表団を迎えて、県内市町、経済・観光
関係者など200人の参加を頂き、フォーラムを開催。浙江省と
の30年にわたる友好関係を礎に、互いに資源を生かした相
互にメリットのある交流を目指すことで合意しました。
また、富士山静岡空港からの上海便が湖北省武漢まで延
進したことから、今後は湖北省との交流も促進します。

台湾とはこれまで、文化、スポーツ、青少年交流など盛んに
行われて来たが、富士山静岡空港と台北との定期便が週
４便就航したことにより、観光をはじめとしてこれまで以上に
交流を促進します。

友好関係にあるドルノゴビ県との交流は順調であり、昨年も
8月に本県交流団がドルノゴビ県を訪問し、11月にはドルノゴ
ビ県知事を団長とする交流団が来訪しました。今後は高校
生交流の拡大や経済交流の具体化を進めます。

県は昨年4月、本県と歴史的つながりのある忠清南道と友好
協定を結んだのをはじめ、以前から交流が続いている済州
特別自治道など、韓国自治体との友好交流を積極的に進め
ます。

県は東南アジアを有望な市場と位置づけており、昨年11月
には「静岡県とタイ国政府観光庁との間における趣意書」を
取り交わし、相互の観光交流の活性化を図ります。

地域外交を積極的に進めます。
海外からの観光誘客や企業の海外進出、海外との貿易を促進する上で、各国との良好な関係作りが重要です。

その為に県としては、地域外交を積極的に進めます。
中　国 モンゴル

韓　国

東南アジア

台　湾

副議長として、各種行事やイベントに出席しています。

静岡県港湾整備促進大会 （H25.8.1）

ふじのくにケアフェスタ2013＆
静岡県住まい博2013 （H25.9.14） ふじのくに交通安全県民フェア （H25.10.19）

ケアフェスタにて電動車いすを体験

静岡県健康福祉大会 （H25.10.22） 静岡市護国神社における静岡県戦没者
追悼式に毎回参列 （H25.10.23／24）

日中青年代表交流浙江省訪問団歓迎会
（H25.11.1）地域間交流の継続と活性化を確認し合った

麻薬・覚醒剤乱用防止運動静岡大会
（H25.11.2）乱用防止に向けての決議を採択

草薙運動場における屋内運動場が完成　（H25.11.2）
今後はプロ野球の公式戦やキャンプ誘致などを進めます

私学振興ふじのくに大会 (H25.11.6）
高校生が考案したレシピの試食会も行われた

世界お茶まつり （H25.11.7）
本県と親交の深い台湾嘉義県阿里山のお茶も出展

中部ホルスタイン共進会が50年ぶりに御殿場で開催
（H25.11.15）本県の牛が好成績を収めた

政令市を抱える13都道府県議会議長会議
にて、諸課題を協議 （H25.11.18）

静岡、山梨、神奈川３県議長会議 （H25.11.25）
今後の防災や観光誘客活動などの連携に関する調印式

静岡県林業会議所総会 （H25.11.26）
本会議所の実績を讃え、今後の活躍を期待し挨拶

９県議会議長会にて、古谷圭司内閣府
特命担当大臣面談 （H25.12.4）
地震対策特別措置法成立のお礼と今後の支援を要請

それぞれの組織の活動状況や事業の内容をよく理解し、県議会としての的確なメッセージを伝える様、心掛けています。


